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第１節　環境保全思想の普及・啓発

１　環境教育
　　【義務教育課・高校教育課】

　　環境教育のねらい

　学校においては、環境教育を、生涯学習の

基礎を培う機会として位置づけ、児童生徒の

環境問題への関心を高めるとともに、人間と

環境のかかわり方や環境に対する人間の責

任・役割について理解させ、環境の保全やよ

りよい環境の創造に向けて主体的に行動でき

る能力や態度を育成することが大切です。

　そのためには、以下のことが求められます。

　　①　教育課程への適切な位置づけと、年間指

導計画に基づいた指導

　　②　全教職員の共通理解の促進と推進体制の

確立

　　③　地域の人材や自然、素材（ひと・もの・

こと）等を生かした学習活動の工夫

　　「環境教育講座」の実施

　教育センターの研修講座で、小・中・高・

特別支援学校の教員を対象に、講義や実習等

をとおして、環境教育について認識を深める

とともに、指導力の向上を図る目的で実施し

ました。

　　○平成20年度「環境教育講座」－地球温暖化

問題、酸性雨問題を実感させ、行動を起こ

させるには－

　　　ア：目　　的…身近な問題である地球温暖

化問題と酸性雨問題のメカ

ニズムを学び、地球規模か

ら身近な島根県の現状の説

明を受け、児童生徒がこの

問題を実感して主体的行動

を起こすようにするにはど

うすればよいかを学び、考

える。

　　　イ：期　　間…２日間

　　　ウ：会　　場…出雲科学館

　　　エ：受講人数…41名（小：19名、中：８名、

高：７名、特：２名、鳥取

県５名）

　　　オ：研修内容

　　　　○講義・協議　地球温暖化のメカニズム

と現状及び問題点につい

て

　　　　○講　　　義　島根県における温暖化問

題の現状について

　　　　○講義・実験　家庭でできる地球温暖化

対策と温暖化に関する実

験

　　　　○講　　　義　酸性雨のメカニズムと現

状及び問題点について

　　　　○講義・実習　酸性雨問題に関する授業

への提案

　　　カ：講　　師…東京農工大学農学部

教授　原　　宏

　　　　　　　　　　島根県環境政策課環境企画

グループ　グループリーター

　　　　　　　　　　　　　　　　　　栂　伸夫

　　　　　　　　　　島根県教育庁義務教育課

　　　　　　　　　　小中学校指導グループ

　　　　　　　　　　　　　指導主事　古藤浩夫

　　「学校版エコライフチャレンジしまね」

の推進

　　・環境に負荷の少ない学校運営を目指して、

平成18年度から県内全ての公立・私立・附

属学校を対象にして開始しました。

　　・各学校での消費エネルギーを入力すると、

自動的にグラフ化して表示したり、二酸化

炭素の削減量を表示したりできます。また、

各学校の取り組み計画や、活動レポートを

掲載し、県民に広く公開することで、情報

の発信や共有化も可能です。

　　・平成22年度での100％登録を目指していま

す。平成21年３月31日現在、180校の登録（県
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内の全ての小・中・高等学校・特別支援学

校の約44％（分校、定時制、通信制も１校

として含む）。平成20年度の目標は70％。）

がありました。

　　・「学校版エコライフチャレンジしまね」の

URLアドレス及びトップページ

　　　　アドレス

　　　　　http://www.ecoschool.jp/scl/

　トップページ

　　補助事業

　「学校版エコライフチャレンジしまね」の

登録促進と、環境学習の充実を目的に、産業

廃棄物減量税の一部を活用し、小・中学校は

「環境教育推進事業」、県立学校は「環境保全

活動推進事業」を実施しました。

　　○環境教育推進事業

　学校版エコライフチャレンジしまね登録

数に対し、１校３万円を上限に、希望する

市町村に対して行いました。平成20年度は、

15市町の75校に交付しました。交付対象校

は、その成果等を「学校版エコライフチャ

レンジしまね」の各校のＨＰ上でレポート

しました。

　　○環境保全活動推進事業

　希望する高等学校、特別支援学校に対し、

一般的な環境教育活動では１校10万円、３

Ｒ活動推進では１校20万円を上限に行いま

した。平成20年度は、計16校に交付しまし

た。

　　環境教育の実践例

　　①　小・中学校の取組－平成20年度全国環境

学習フェア資料に掲載した実践校－

　　　○隠岐の島町立布施小学校

　　　　・緑の少年団活動

　　　　　　みんなの森清掃、空き缶アワビ殻回

収
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　　　　・大満寺山教育キャンプ

　　　　　　エコキャンプ

　上記の活動を中心として、小中一貫で環

境問題に取り組んでいる。

　　　○邑南町立石見中学校

　　　　・理科、技術・家庭、総合的な学習の時

間を中心とした環境学習

　　　　　　森林、バイオディーゼル、食物、ゴ

ミ、電気、資源　等

　　　　・生徒会環境部が中心となった美化活動

や節電活動

　　　　　　ゴミ拾い、ゴミの分別、リサイクル  

等

　　　　・家庭や地域への啓発活動

　　　　・地域資源の教材化

　　②　高等学校の取り組み

　　　○松江農林高等学校

　　　　・環境土木科の課題研究において、専門

教科の学習で習得した土木や造園の技

術を活用して、校内の環境整備を行っ

ています。その中で、学校周辺の山林

に放置されている間伐材を活用した取

り組みを行っています。森林組合の協

力を得て、材料の切り出し・運搬から

行い、木柵による排水路の整備や学校

前のバス停の待合所の作製などに利用

しています。

　　　　・本年度も引き続き、排水路の整備と広

場に四阿（あずまや）の建設を計画し、

施工中です。特に排水路についてはビ

オトープとしての整備をあわせて検討

中です。

　【各種受賞校等】

　　　○みんなで調べる宍道湖流入河川水質調査

　　　　・環境大臣賞

　　　　　　斐川町立荘原小学校

　　　　・島根県知事賞

　　　　　　奥出雲町立馬木小学校

　　　　・国土交通省中国地方整備局長賞

　　　　　　出雲市立灘分小学校

　　　　・宍道湖水質汚濁防止対策協議会会長賞

　　　　　　出雲市立平田小学校、斐川町立出東

小学校、松江市立大谷小学校、雲南

市立西日登小学校、斐川町立斐川西

中学校

　　　○みんなで調べる中海流入河川水質調査

　　　　・島根県知事賞

　　　　　　安来市立南小学校

　　　　・島根県教育長賞

　　　　　　安来市立第一中学校

　　　　・奨励賞

　　　　　　安来市立島田小学校、安来市立能義

小学校、安来市立比田小学校

　　　○コカ・コーラ環境教育賞

　　　　・主催者賞

　　　　　　出雲市立田儀小学校、出雲市立佐田

小学校、飯南町立赤名小学校、大田

市立温泉津小学校、益田市立真砂中

学校

　　　○環境美化教育優良校表彰

　　　　・散乱防止部門

　　　　　　浜田市立雲雀丘小学校

　　　　・リサイクル部門（応募なし）

　　　○緑の少年団発表大会

　　　　・最優秀賞

　　　　　　浜田市立波佐小学校

　　　　・優秀賞

　　　　　　出雲市立第三中学校

　　　○愛鳥モデル校

　　　　　安来市立南小学校、奥出雲町立高尾小

学校、斐川町立出東小学校、益田市立

桂平小学校、益田市立西益田小学校

　　　○全国花いっぱいコンクール

　　　　・環境大臣賞

　　　　　　斐川町立斐川西中学校

２　こどもエコクラブ事業
　　【環境政策課】

　こどもエコクラブ事業は、次世代を担う子供

たちが、地域の中で仲間と一緒に主体的に地域

環境、地球環境に関する学習や具体的な環境保

全活動を展開できるように支援することを目的と

して、環境省の委託を受けた日本環境協会が

実施しています。
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　平成20年度は、県内で48のこどもエコクラブ

が結成され、川の水質調査、生物調査など様々

な活動を行いました。県は活動推進のため、各

クラブ間の交流会を11月及び12月に開催しまし

た。

表４－１－１　こどもエコクラブの登録状況

登録クラブ
メンバー／　 　
サポーター（人）

平成７年度 37 84／－

平成８年度 56 811／－

平成９年度 44 621／－

平成10年度 54 735／106

平成11年度 54 609／145

平成12年度 41 643／147

平成13年度 36 745／151

平成14年度 38 1,165／211

平成15年度 56 1,168／198

平成16年度 46 1,029／250

平成17年度 38 691／202

平成18年度 34 809／208

平成19年度 60 4,406／583　

平成20年度 48 1,996／439　

累　計 552 15,512／2,640
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第２節　各主体の環境保全活動の推進【環境政策課】

１　普及啓発事業

　　環境月間行事

　平成６年度から環境月間を６月に改め、６

月５日の環境の日を中心として、各種の事業

を実施しています。

　　①　環境保全功労者の表彰

　環境保全に関し、特に顕著な功績のあっ

たものに対して知事感謝状を贈呈しまし

た。

　　②　「クリーンしまね―環境美化行動の日」

　実践活動を通じて環境美化意識や資源を

大切にする意識の普及啓発を図るため、環

境美化行動の日を設定し、広く一般参加を

得て清掃活動、空き缶の分別収集とリサイ

クル等を行いました。

　　　　期日：６月１日

　　　　提唱：島根県

　　　　内容：市町村、各種団体等により公園、

緑地、河川等の清掃や空き缶の分

別収集

　　環境保全普及啓発の広報

　今日の多様化した環境問題を解決していく

ためには、県民、事業者及び各種団体等の自

主的かつ積極的な活動が不可欠となっていま

す。

　そこで、全ての県民が環境に配慮した行動

がとれるように、県の環境施策や各種月間等

の環境情報について、最も効果的な伝達媒体

であるマスメディアを活用し広報・啓発を

図っています。

　　・新聞広報　　24件

　　　…環境月間、地球温暖化防止月間、ノーマ

イカーデー等

　　・テレビスポットＣＭ

　　　…地球温暖化防止月間、省エネルギー月間

２　研修会の開催

　市町村及び保健所等の、環境行政を担当する

職員を対象に、環境行政の現状及び実務の知見

や理解度を深めることを目的として、「市町村

及び保健所環境・廃棄物担当者研修」を実施し

ています。

　平成19年度は、光化学オキシダントや環境に

関する事務等の市町村への権限移譲に関する研

修を実施しました。

３　環境白書の発行

　本県の環境の状況や環境の保全に関する施策

の実施状況等を取りまとめ、「環境白書」とし

て作成し、各市町村、公立図書館、中学校・高

等学校や関係機関等へ配布するとともに県の

ホームページに掲載し、県民や事業者への公表

に努めました。

４　環境マネジメントシステムの普
及・啓発

　「企業が環境に関する方針や目標等を自ら設

定し、これらの達成に向けて自主的に取り組む

こと」といった内容を指す「環境管理」につい

て、国際的な統一規格としてIS014000シリー

ズ環境管理システムに関する一部が平成８年９

月に規格化されました。

　環境マネジメントシステムは、簡易版も含め

て今日の環境問題解決への有効な手法であるの

で、事業者の認証取得への情報提供を図ってい

ます。
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第３節　参加と連携による地域環境づくりの促進
［しまね自然と環境財団実施事業］

平成20年度主要事業実績（環境保全活動支援事業分）

１　こども環境学習支援事業

　　しまね環境学習推進事業（もったいな

い生活日記）の実施

　県内小学生を対象に８月に「もったいない

生活日記」を募集し、夏休み期間中親子で地

球温暖化防止の取り組みをしてもらいまし

た。

　参加者：909人

　　　　　優秀な取り組みに記念品授与。

　　島根オリジナル環境学習展開事業

　世界遺産に登録された「石見銀山」を環境

学習教材として活用する学習プログラムを開

発しました。初年度として、地域の学校と連

携した検討会等を開催し、学習プログラムの

ガイドラインを作成するとともに教材の試作

を行いました。

　　　　検討会開催：４回（12月～３月）

　　　　学習教材の試作：３種

２　環境保全活動支援事業

　　環境情報収集・整理・提供

　　①　図書類を収集・整理し県民に分かりやす

く提供しました。また、ホームページで各

種情報案内や各事業に関連するサイトで情

報を提供しました。

　　②　機関誌の発行　　

　財団の情報誌「さんべ発」などを利用し

て情報提供を行いました。

　　　　配付部数：（固定）約３千部×４回。

　　ネットワークの形成

　県西部に新たに拠点を設け、各地域のネッ

トワークづくりを推進しました。

　　環境保全活動助成事業

　　①　ふれあい環境助成金の交付

　県内のボランティア団体や法人が行う環

境保全活動に助成しました。

　　　　助成件数　　51件

　　　　助 成 額　　10,680千円

　　②　講師・指導員派遣事業

　環境アドバイザーとして15名を委嘱し県

民や事業者が実施する研修会等に派遣しま

した。

　　　　平成20年度派遣件数　　23件

３　地球温暖化対策事業（島根県地球
温暖化防止活動推進センター事業）

　　島根県地球温暖化対策協議会の運営

　平成17年に設立した島根県地球温暖化対策

協議会の事業として５月に幹事会、６月に推

進会議、12月に推進大会を実施しました。ま

た、部会（家庭、事業者、行政）を実施。さ

らに協議会のホームページを更新し情報提供

を行いました。

　　温暖化防止県民運動の展開

　平成17年度から新たに県の「地球温暖化対

策推進計画」が実施されたことに伴い、県民

の取り組みとして、地球温暖化防止活動推進

員及び市町村との連携により、新システムに

よる環境家計簿（エコライフチャレンジしま

ね）の推進を図りました。（Ｈ20年度末延べ

参加者数：4,346件）

　また、地球温暖化防止への取り組みを推進

するため、県内一円でエコドライブ推進キャ

ンペーンや省エネ製品普及キャンペーン、マ

イバッグキャンペーンなどを実施しました。

　　省エネ・３Ｒの県民行動促進（しまね

CO2ダイエット作戦）事業

　省エネ製品への買い換えやレジ袋を断る等

のCO2削減につながる消費行動に対して、事

業者サイドがエコポイント等経済的インセン
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ティブ（サービス）を付与する社会の仕組み

づくりを促進し、県民の自主的な取り組みを

誘発しました。

　　　協賛店舗数：793店

　　環境フェアの開催

　国の補助を受けて「しまねエコフェスタ 

in さんべ」を開催しました。

　県民一人ひとりが理解し行動することが必

要であるため、「県民誰もで地球温暖化防止

と循環型社会をめざそう！」をテーマにより

多くの方に楽しみながら実践できる普及・啓

発の機会として開催しました。

　　・日　　時　平成20年10月25日～26日

　　・場　　所　大田市（島根県立三瓶自然館及

び北の原キャンプ場周辺）

　　・参 加 者　約5,000人

　　・概　　要　環境関係の23団体や企業16社の

出展。子供から大人まで楽しく

学べる内容とし、体験を主体と

した内容で実施しました。グ

リーン電力やリユース食器を使

用し2,354㎏のCO2を削減しま

した。

　　地球温暖化防止活動推進員研修の開催

　国からの委託を受けて、県が委嘱した島根

県地球温暖化防止活動推進員に対し、企画研

修・事例研修等を松江市ほかで実施しました。

また、平成20年12月に県が新たに133名を委

嘱したことに伴い、基礎研修等を県内各地（松

江市、出雲市、浜田市、益田市）で実施し推

進員の資質向上と平準化を図りました。

　　一村一品知恵の環事業

　地域で活動している地球温暖化防止の活動

を掘り起こし、優秀な取組を紹介していくこ

とにより地球温暖化防止のムーブメントを起

こしていくことを目的に、平成19年度から環

境省の委託を受けて実施。県内から応募の

あった７件よりグランプリ「『古の技術』は

最先端技術（大田）」等を選定しました。グ

ランプリ団体は県代表として全国大会に出場

し、審査員特別賞「エコ建築賞」を受けました。

４　住宅用太陽光発電支援事業

　国の委託を受けて太陽光発電普及拡大セン

ター（J－PEC）が行う「住宅用太陽光発電導

入支援対策費補助金事業」の島根県窓口として

専任スタッフの配置等体制を整え、申請書・相

談等の受付窓口業務を行いました。

　　申請件数：173件

－ 89 －
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